
令和４年となり気持ちを新たに、今年も皆さまのお声ひとつひとつを大切にしていきたいと思います。

行い、市民の皆さまが安心・安全に過ごせる生活を少しでも早く取り戻せるよう活動していきます。
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今なお続いている新型コロナウイルスへの恐怖がありますが、行政が取るべき対策・対応をしっかりと

第4回市会定例会活動報告 議案関連質疑で登壇いたしました

学校教育と連携した取り組みや芸術フェスティ

市第 65 号議案 横浜市新たな劇場整備

子どもたちが芸術や音楽を体験する取り組みは

検討委員会条例の廃止関連で、私は建設費や

必要であると考え、山中市長に質問したところ、

バルを通じて子どもたちが本格的な舞台芸術や

音学を楽しめるよう、次世代の育成に取り組む

と力強く話されました。 市第 95 号議案 開港記念会館改修工事

議案東部方面斎場（仮称）新築工事（火葬炉築

（建築工事）請負契約の締結及び市第 96 号

造工事）請負契約の締結関連で「工事入札に

おける市内企業発注の取り組み状況」の質問

に対して、適切な分離・分割発注の徹底、市内

中小企業に限定する入札の実施など、受注

機会の増大に努め、その結果、令和2年度の

契約実績は高い水準を維持することができた

ことを確認できました。また、工事入札におい

（令和3年12月7日 議案関連質疑）

栄区の皆さまが応援に駆けつけてくださりま

を使うべきだと訴えていました。新たな劇場整備

建設後にかかるランニングコストを踏まえると

劇場整備よりも市民生活に直結した部分に予算

事業は中止になりましたが、様々な境遇にある

て過当競争を抑制することや、地元の工事に

参加できることは重要だと強く訴えました。
した。皆さまの気持ちをしっかりと受け止めなが

ら壇上に立ちました。ありがとうございました！


